
土
崎･

新
屋
両
地
区
か
ら
市
に
提
出

さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
要
望
を
踏
ま
え
て
、
地
域
住
民

を
中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
各

４
回
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
、
さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
重
ね
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

●人づくり･にぎわいづくりと
一体になったまちづくり
●歴史と伝統の学習･継承によるまちづくり
●地域･町内の絆を活かしたまちづくり
●多様な団体、活動のゆるやかな
連携によるまちづくり
●まちの魅力の｢見える化｣によ
るまちづくり

●曳山の伝承、土崎空襲の被爆体
験を継承する活動拠点が必要
●人材の活動拠点となる施設が必要
●歴史の魅力を伝える核となる施設が必要
●まちづくりの成果を蓄積する拠点が必要

施設のコンセプトu土崎の歴史と文化を活かし
た人づくり･まちづくり･にぎわいづくりの拠点

整備候補地u旧土崎支所･土崎消防署跡地

施設機能u展示機能(曳山展示や空襲展示など
を検討)、学習･伝承機能(曳山まつりの伝承、
空襲の歴史を通じた人づくり)、交流機能(歴
史と文化を通じた幅広い地域交流の推進)、観
光機能(歴史の魅力を活かした観光振興)

まちづくりの方向性

具体的には…

●地域資源の活用
●作家･アーティスト、
地域の人材育成

●住民活動の活発化、
秋田公立美術大学との連携

まちづくりの方向性

〝ともにつくり ともに生きる 人･まち･くらし〟の実現に向けて

土
崎
地
区
と
新
屋
地
区

ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
が

で
き
ま
し
た

＊基本構想は、企画調整課(市役所
２階)、または下記のホームペー
ジからご覧いただけます。

企画調整課☎(866)2032
http://www.city.akita.

akita.jp/city/pl/mn/

●地域資源を結び、活かす拠点が必要
●地域のものづくりの歴史を伝える施設が必要
●芸術･文化によるまちづくりができる施設が必要

新屋地区周辺

新屋まちづくり基本構想 土崎まちづくり基本構想

土
崎
港
曳
山
ま
つ
り

秋
田
港
を
臨
む

｢(仮称)土崎みなと歴史館｣を拠点に、歴史と文化
を活かした住民主体のまちづくりに取り組みます。

４

施設のコンセプトuものづくりの精神の伝承と
地域主体のまちづくりの拠点

整備候補地u酒造会社跡地

施設機能u工房(ガラス工房からの
整備を想定)やアトリエ、ギャラリーを中心に、
そのほかショップや飲食、交流の機能など

この施設を拠点に、｢芸術と文化が薫るまち新
屋｣をめざし、歴史と文化の継承、ものづくりの精
神の伝承に取り組み
ます。

具体的には…

秋田公立美術大学
＊コンセプト＝概念、テーマ



秋
田
市
文
化
会
館
は
完
成
か
ら
33

年
、
秋
田
県
民
会
館
は
52
年
が
経
過
し
、

い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
市
と
県
で
は
、
将
来
の
施
設

整
備
と
効
率
的
な
運
営
の
あ
り
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
の

も
と
、
こ
れ
ら
に
替
わ
る
新
た
な
施
設

の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
県
と
市
、
有
識
者
か
ら

な
る
検
討
委
員
会
を
６
回
開
催
し
た
ほ

か
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
意
見
募
集
な
ど
も
実
施

し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
新
施

設
を
整
備
し
た
場
合
の
役
割
や
、
お
も

な
機
能
な
ど
、
そ
の
基
本
と
な
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た｢

新
た
な
文
化
施

設
に
関
す
る
整
備
構
想｣

を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
構
想
に
基
づ
い
て
、

さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
整
備
構
想
は
、
企
画
調
整
課

(

市
役
所
２
階)

、
上
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
県
文
化
振
興
課(

県
庁
第

二
庁
舎
８
階)

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新
た
な
文
化
施
設

整
備
構
想
が

で
き
ま
し
た

◆新たな文化施設に関する整備構想のおもな内容◆

文化施設の３つの役割

人が集う｢場｣を創出するこ
とで、地域の活性化に貢献

文化創造に向けた
取り組みの活発化 文化に触れる機会の拡充

文化施設が担う機能

u県内の文化芸術団体

に、最高の舞台での

発表の機会を提供

u文化創造の場とし

て、日常的な芸術･

文化活動を活発化

おもな施設構成

高機能型ホール…クラシック、ポップス、ロックなどのコンサートや、フルバー
ジョンでの演劇、歌舞伎などの上演が可能なホール。客席は1,800～2,200席

舞台芸術型ホール…質の高い舞踊や演劇の上演を可能とし、観客が舞台と一体
感を持って鑑賞できるホール。客席数は800～1,200席

コンベンションへの対応…上記の２つのホールを利用することで、3,000人ま
での大会や会議などに対応。商品展示会や分科会などでの活用も検討

u若者を引きつける大

型コンサートや、大

掛かりな舞台演劇な

ど、秋田でできなか

った質の高いステー

ジを上演

u発表と鑑賞の場に加

え、コンベンション

開催誘致を図り、交

流人口の拡大にも貢

献し、地域の元気創

造をサポート

文化振興だけでなく、まちのにぎわいづくりや既存の文化施設と

連動した｢文化芸術ゾーン｣の形成、また、秋田市が進める｢コン

パクトで成熟した市街地形成｣につなげるため、市街地が適当

●芸術文化の発信や、全県に向けて情報を提供する機能を強化

●秋田市での開催に加え、県内の他の地域でも質の高いステージ

などを鑑賞できる機会を提供

●文化･芸術系のイベントや大規模な大会･会議を誘致し、人が集

まることで生まれる経済的な効果などを地域にも波及

文化会館 県民会館

企画調整課☎(866)2032
ホームページ http://www.city.akita.akita.jp/city/pl/mn/

＊駐車場は、公共交通機関の充実、施設規模に応じた専用駐車場の整備、周

辺の民間駐車場の活用を促進するなどして確保します。

立地環境

県内施設や
地域の活性化

広報あきた　平成26年５月16日号５


